
一
九
六
三
年
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る�

同
志
社
大
学
中
央
図
書
館
設
計

柗

居

�

宏

枝

は
じ
め
に

本
稿
は
、
同
志
社
大
学
中
央
図
書
館
の
設
計
図
面
の
資
料
紹
介
を
通
じ
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

に
よ
る
建
築
計
画
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
に
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
同
志
社
大
学
中
央
図
書
館
は
、
啓
明
館
の
東
側
の

現
在
は
光
塩
館
が
建
つ
場
所
に
、
啓
明
館
と
渡
り
廊
下
で
結
ぶ
よ
う
建
築
計
画
さ
れ
た
。
こ
の
建
物
は
、
設
計
図
面
が
残
っ
て
い
る
の
み

で
、
実
際
の
建
築
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
同
様
に
、
同
志
社
か
ら
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
建
築
設
計
を
依
頼
し
、
建
築
図
面
が

ひ
か
れ
た
も
の
の
建
築
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
例
と
し
て
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
同
志
社
創
立
六
〇
周
年
記
念
事
業
時
の
キ
ャ
ン
パ

ス
整
備
計
画
が
あ
る（

（
（

。

同
志
社
大
学
中
央
図
書
館
の
図
面
が
作
製
さ
れ
た
と
き
、
Ｗ
・
Ｍ
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
病
床
に
あ
り
、
設
計
に
は
関
与
し
て
い
な
い（

（
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
同
志
社
大
学
中
央
図
書
館
設
計
は
、
同
志
社
に
お
け
る
図
書
館
史
、
さ
ら
に
ヴ
ォ
ー
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リ
ズ
建
築
史
と
し
て
も
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
こ
こ
で
改
め
て
資
料
紹
介
し
論
じ
る

必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
同
志
社
大
学
中
央
図
書
館
の
建
築
が
ど
の
よ
う

な
計
画
の
中
で
始
ま
り
、
そ
の
設
計
内
容
、
そ
し
て
そ
の
計
画
は
な
ぜ
計
画
だ
け
に

終
わ
っ
た
の
か
、
関
係
者
の
回
顧
を
中
心
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。

図
書
館
の
機
能
そ
の
も
の
や
変
遷
、
蔵
書
に
つ
い
て
は
、「
同
志
社
大
学
図
書
館

の
あ
ゆ
み
」『
び
ぶ
り
お
て
か
』（

（
（

『
同
志
社
百
年
史
』（

（
（

、
な
ら
び
に
同
志
社
大
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
図
書
館
の
あ
ゆ
み
」（

（
（

に
す
で
に
詳
し
く
、
こ
こ
で
は
あ
ら
た
め

て
詳
細
を
述
べ
る
こ
と
は
し
な
い
。
し
か
し
、
戦
後
の
同
志
社
の
図
書
館
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
こ
こ
で
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
戦
後
、
学
生
数
が
増
加
し
図

書
館
（
現
在
の
啓
明
館（

（
（

）
が
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）

年
に
啓
明
館
東
側
の
有
隣
館（

（
（

二
階
の
教
室
を
大
閲
覧
室
（
約
三
五
〇
席
）
と
し
、

蔵
書
の
一
部
を
開
架
設
置
し
た
。
さ
ら
に
同
年
に
は
、
啓
明
館
書
庫
の
増
築
を
行
っ

て
い
る
。
そ
れ
ま
で
啓
明
館
は
北
側
に
書
庫
棟
、
南
側
に
本
館
が
あ
り
、
そ
の
間
を
渡
り
廊
下
で
つ
な
い
だ
建
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、

啓
明
館
の
北
東
に
新
し
く
書
庫
が
増
築
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
啓
明
館
は
中
庭
を
も
つ
現
在
の
形
と
な
っ
た
。

同
志
社
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
最
初
の
図
書
室
が
あ
っ
た
書し

ょ

籍じ
ゃ
く

館
（
現
在
の
有
終
館
）、
二
代
目
の
図
書
館
で
現
在
の
啓
明
館
、

そ
し
て
二
〇
二
二
年
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
同
志
社
大
学
今
出
川
図
書
館
（
以
下
、
今
出
川
図
書
館
）
の
建
物
が
現
存
し
て
い
る（

（
（

。
過

去
二
代
の
図
書
館
は
、
図
書
館
と
し
て
の
役
目
を
終
え
た
後
も
そ
の
建
物
は
残
り
、
そ
れ
ぞ
れ
有
終
館
、
啓
明
館
と
し
て
、
前
者
は
法
人

に
、
後
者
は
同
志
社
大
学
の
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
施
設
課
、
人
文
科
学
研
究
所
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
今
出
川
図
書
館

は
、
同
志
社
創
立
一
五
〇
周
年
を
期
し
て
建
て
替
え
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
建
物
は
解
体
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
館

写真①　�1966（昭和 41）年の有隣館、同志社社史資
料センター所蔵
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名
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
は
一
度
も
な
く
、「
三
代
目
図
書
館
」
は
や
が
て
そ
の
姿
を
消
し
、「
四
代
目
図
書
館
」
に
代
わ
る
だ
ろ
う
。

一
、
同
志
社
創
立
九
〇
周
年
記
念
事
業
の
中
の
図
書
館
計
画

つ
ぎ
に
、
同
志
社
創
立
九
〇
周
年
記
念
事
業
の
中
で
浮
上
し
た
中
央
図
書
館
建
築
計
画
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
八
月
一
八
日
「
長
期
計
画
修
正
草
案
」（

（
（

に
は
、
図
書
館
の
建
築
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。
翌
一
九
六
一

（
昭
和
三
六
）
年
一
月
の
「
同
志
社
記
念
事
業
計
画
案
」（
36
―
1
―
27　

改
定
案　

と
同
志
社
理
事
長
秦
孝
治
郎
の
押
印
あ
り
）（

（1
（

に
は
、「
資

金
の
用
途
」
の
な
か
に
諸
学
校
ご
と
の
内
訳
が
あ
り
、
大
学
の
項
目
の
な
か
に
「
図
書
館
、
研
究
室
増
築　

一
〇
、〇
〇
〇
万
円
」（
一
億

円
）
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
創
立
九
〇
周
年
記
念
事
業
の
中
で
図
書
館
に
つ
い
て
初
め
て
言
及
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
月
一
三

日
の
校
長
会
に
お
け
る
、「
図
書
館
研
究
室
増
築
費
と
し
て
六
千
八
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
少マ

マい
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
億
円

位
計
上
し
て
は
ど
う
か
。
少マ

マく
と
も
五
十
年
間
は
維
持
で
き
る
建
物
を
た
て
て
い
た
ゞ
き
度
い
」（
昭
和
三
六
年
度
「
校
長
会
記
録
」）
と

の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

後
年
、
図
書
館
長
原
正
は
図
書
館
に
つ
い
て
の
回
顧
の
中
で
、「
新
し
い
図
書
館
を
建
て
よ
う
と
い
う
意
見
は
、
か
れ
こ
れ
一
〇
年
も

前
か
ら
聞
か
れ
、
そ
の
実
現
に
向
か
っ
て
多
く
の
努
力
が
払
わ
れ
て
き
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
点
と
も
時
期
が
一
致
し
て
い
る（

（1
（

。
同

年
二
月
の
「
同
志
社
記
念
事
業
趣
意
書
」（

（1
（

に
は
記
述
が
み
ら
れ
な
い
が
、
こ
ち
ら
は
記
念
事
業
の
さ
わ
り
の
部
分
だ
け
で
、
詳
細
が
書
か

れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

記
念
事
業
そ
の
も
の
が
公
に
な
る
の
は
、
同
年
六
月
発
行
の
〝T

he D
oshisha T

im
es

（
（1
（

〟
掲
載
の
秦
に
よ
る
「
創
立
九
十
周
年
記
念

事
業
に
対
す
る
お
願
い
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
募
金
の
計
画
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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同
志
社
が
大
規
模
の
寄
付
金
を
計
画
し
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
二
マ

マ

十
六
年
目
で
あ
る
。
昭
和
十
年
、
湯
浅
総
長
時
代
に
創
立
六
十
周

年
記
念
事
業
と
し
て
金
二
百
万
円
を
企
画
し
た
事
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
で
今
日
こ
の
計
画
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
創
立
九
〇
周
年
記
念
事
業
が
創
立
六
〇
周
年
記
念
事
業
を
念
頭
に
計
画
さ
れ
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
翌
号
の

〝T
he D

oshisha T
im
es

（
（1
（

〟
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
同
志
社
記
念
事
業
委
員
会
」
の
副
委
員
長
に
は
、
同
志
社
評
議
会
議
長
で
あ
る
湯

浅
八
郎
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
湯
浅
は
、
創
立
六
〇
周
年
記
念
事
業
が
計
画
さ
れ
た
時
に
総
長
事
務
取
扱
（
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
三

月
二
六
日
～
一
九
三
五
年
二
月
一
〇
日
）、
の
ち
に
第
一
〇
代
総
長
（
一
九
三
五
年
二
月
一
一
日
～
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
一
二
月

三
一
日
）
を
務
め
、
記
念
事
業
を
け
ん
引
し
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
を
進
め
た
中
心
人
物
で
あ
る（

（1
（

。

一
九
六
一
年
八
月
に
な
る
と
、そ
の
計
画
は
さ
ら
に
具
体
的
と
な
っ
た
。「
同
志
社
創
立
九
十
周
年
記
念
事
業
資
金
募
集
趣
意
書（
抜
粋
）

昭
和
三
七
年
」（

（1
（

中
に
は
、「
計
画
の
内
容
（
自
昭
和
三
十
六
年
至
昭
和
四
十
年
）」
の
な
か
に
諸
学
校
ご
と
の
内
訳
が
あ
り
、
大
学
の
項
目

に
「
図
書
館
、
法
・
経
・
商
各
学
部
研
究
室
増
築　

一
〇
〇
、〇
〇
〇
千
円
」、
つ
ま
り
一
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
翌
一
九
六

二
（
昭
和
三
七
）
年
の
「
創
立
九
十
周
年
記
念
事
業
の
計
画　

昭
和
三
七
年
一
〇
月
改
訂
」（

（1
（

で
は
、大
学
の
項
目
の
ト
ッ
プ
に
「
図
書
館
」

が
掲
載
さ
れ
、
予
算
額
は
二
五
、
四
五
〇
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
の
一
億
円
か
ら
二
・
五
四
五
倍
に
増
額
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、

一
九
六
二
年
五
月
二
九
日
に
は
田
中
良
一
に
よ
る
「
同
志
社
図
書
館
の
過
去
と
現
状
」（

（1
（

が
起
草
さ
れ
、
同
年
一
二
月
七
日
に
は
「
中
央
図

書
館
建
築
要
望
書
」（

（1
（

が
書
か
れ
、
現
状
の
把
握
と
建
築
に
関
し
て
の
要
望
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

二
億
五
四
五
〇
万
と
い
う
膨
大
な
予
算
が
建
築
の
障
壁
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
一
二
月
発
行
の
〝T

he 

D
oshisha T

im
es

（
（2
（

〟
で
は
、「
記
念
事
業
着
々
完
成　

中
央
図
書
館
は
い
ま
計
画
中
」
と
の
見
出
し
が
出
た
。
こ
の
時
す
で
に
募
金
の
目

標
額
の
八
九
％
に
達
し
て
い
た
た
め
、
資
金
不
足
に
よ
る
建
築
計
画
中
止
の
可
能
性
は
低
い
。
で
は
な
ぜ
図
書
館
は
完
成
し
な
か
っ
た
の
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か
、
疑
問
は
残
る
。
そ
の
謎
を
解
く
前
に
、
本
題
で
も
あ
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
設
計
の
図
書
館
に
つ
い
て
次
節
で
み
て
い
き
た
い
。

二
、
同
志
社
大
学
中
央
図
書
館
設
計
図
面

中
央
図
書
館
の
設
計
図
面
は
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
二
点
所
蔵
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。
一
点
は
一
九
六
三
年
三
月
二
五

日
付
け
（
写
真
②
～
⑥
）、
も
う
一
点
は
一
九
六
三
年
五
月
三
一
日
付
け
（
写
真
⑦
～
⑪
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
冊
子
の
形
態
で
あ
る
。
三
月

付
け
の
図
面
に
は
、
訂
正
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
三
月
付
け
の
図
面
を
修
正
し
、
五
月
付
け
の
図
面
が
作
製
さ
れ
た

と
み
ら
れ
る
。
大
き
な
修
正
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
各
部
屋
の
名
称
の
変
更
等
に
と
ど
ま
る
た
め
、
こ
こ
で
は
修
正
後
の
五
月
の
図
面
を

中
心
に
紹
介
し
た
い
。

建
物
は
地
上
五
階
、
地
下
一
階
建
て
で
、
屋
上
に
は
階
段
と
機
械
室
が
設
け
ら
れ
た
。
地
階
は
ホ
ー
ル
を
中
心
と
し
て
、
保
管
庫
、
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
閲
覧
室
、
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
、
ト
イ
レ
、
ボ
イ
ラ
ー
室
、
厨
房
、
食
堂
が
設
け
ら
れ

た
。
一
階
は
、
正
面
入
り
口
を
入
っ
て
ま
ず
ロ
ッ
カ
ー
と
ロ
ビ
ー
が
あ
り
、
そ
の
右
手
に
は
展
示
室
、
左
手
に
は
自
由
閲
覧
室
が
設
け
ら

れ
た
。
そ
の
奥
の
北
側
に
あ
る
最
も
広
い
一
般
閲
覧
室
と
の
間
に
は
、
階
段
室
と
ホ
ー
ル
、
ト
イ
レ
が
設
け
ら
れ
た
。
西
側
に
は
入
口
と

は
別
に
、
職
員
用
の
入
口
も
あ
っ
た
。
二
階
北
側
の
最
も
広
い
部
屋
は
閉
架
閲
覧
室
で
、
そ
の
一
角
に
貸
出
・
返
却
窓
口
が
置
か
れ
た
。

そ
し
て
、
階
段
室
と
ホ
ー
ル
、
ト
イ
レ
を
挟
ん
だ
南
側
に
事
務
室
が
設
け
ら
れ
た
。
三
階
北
側
の
一
番
広
い
部
屋
が
閉
架
閲
覧
室
で
、
一
、

二
階
と
同
じ
く
階
段
室
と
ホ
ー
ル
、
ト
イ
レ
を
挟
ん
で
南
側
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
定
期
刊
行
物
閲
覧
室
と
開
架
閲
覧
室
が
設
け
ら
れ
た
。

四
階
北
側
の
最
も
広
い
部
屋
は
開
架
閲
覧
室
と
な
り
、
階
段
室
と
ホ
ー
ル
、
ト
イ
レ
を
挟
ん
だ
南
側
に
は
人
文
科
学
研
究
所
（Institute 

for the Study  of  H
um
anities  &

 Social  Science

、
以
下
、
人
文
研
）
が
置
か
れ
た
。
五
階
の
北
側
の
空
間
は
四
つ
に
分
け
ら
れ
、
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西
側
か
ら
ア
メ
リ
カ
研
究
所
（A

m
erican Studies Center

）、
徳
富
文
庫
（T

okutom
i Soho Collection

）、
新
島
紀
念
文
庫
も
し
く

は
新
島
旧
邸
文
庫
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
（Joseph H

ardy N
eesim

a Library

）、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
燕
京
・
同
志
社
東
方
講
座
（H

arvard�

—
Y
enching—

D
oshisha Institute of Eastern Culture

） 

の
各
部
屋
が
設
け
ら
れ
た
。
階
段
室
、
ホ
ー
ル
、
ト
イ
レ
を
挟
み
、
南
側

は
最
も
広
い
部
屋
と
な
り
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
会
（T

he Study Com
m
ittee of Christianity &

 Social Problem

） 

の
部

屋
と
な
り
、
南
側
に
面
し
て
こ
こ
だ
け
バ
ル
コ
ニ
ー
が
設
け
ら
れ
た
。

一
階
と
地
下
に
は
一
部
を
除
き
、
建
物
の
周
囲
に
ド
ラ
イ
エ
リ
ア
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
地
下
お
よ
び
一
階
を
湿
気

か
ら
守
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
、
三
、
四
階
の
西
側
に
啓
明
館
と
の
渡
り
廊
下
が
設
け
ら
れ
た
。

人
文
研
は
こ
の
頃
、
啓
真
館
（
現
在
の
今
出
川
図
書
館
付
近
）
北
西
の
プ
レ
ハ
ブ
に
置
か
れ
て
い
た（

（2
（

。
一
方
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問

題
研
究
会
は
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
に
人
文
研
の
研
究
部
門
の
一
つ
と
し
て
統
合
さ
れ（

（2
（

、
啓
明
館
東
館
の
五
階
に
研
究
室
を
設
け

て
い
た（

（2
（

。
人
文
研
の
一
部
で
あ
り
な
が
ら
も
、
こ
の
と
き
別
室
を
設
け
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
会
が
、
新
図
書
館
建
設
計

画
に
お
い
て
も
人
文
研
か
ら
独
立
し
た
研
究
室
を
設
け
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
そ
の
研
究
室
が
人
文
研

と
同
等
の
広
さ
で
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
会
は
今
日
も
人
文
研
の
主
要
な
研
究
分
野
の
一
つ
と

な
っ
て
お
り
、
独
立
し
た
組
織
と
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
頃
、
キ
リ
ス
ト
教
史
に
関
す
る
研
究
機
関
の
設
置
が
上
が
っ
て

い
た
こ
と
が
、
湯
浅
八
郎
宛
て
海
老
澤
有
道（

（2
（

書
簡（
（2
（

か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
書
簡
に
お
い
て
海
老
澤
は
、
湯
浅
に
あ
て
同
志

社
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
史
編
纂
所
の
よ
う
な
機
関
の
開
設
を
希
望
し
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
そ
の
書
簡
に
つ
け
ら
れ
た
一
九
六
四
年

の
湯
浅
直
筆
の
メ
モ
で
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

こ
の
重
要
な
忠
告
を
受
け
入
れ
て
実
行
し
な
か
っ
た
事
は
誠
に
申
訳
な
い
失
策
で
あ
っ
た
と
思
う
。
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一
九
六
四
、
一
、
二
六　

湯
浅
八
郎

こ
こ
に
は
深
い
後
悔
の
念
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
同
書
簡
が
湯
浅
八
郎
文
書
中
の
「
図
書
館
ニ
関
ス
ル
資
料
」
所
収
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

新
図
書
館
の
建
設
が
叶
わ
な
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
史
編
纂
所
が
開
設
で
き
な
い
こ
と
を
自
覚
し
た
湯
浅
の
自
責
の
念
の

あ
ら
わ
れ
、
と
も
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
会
が
果
た
し
て
海
老
澤
や
湯
浅
が
構
想
し
た
キ
リ
ス
ト
教
史
編

纂
所
と
一
致
す
る
か
な
ど
の
議
論
や
、
史
料
に
よ
る
詳
細
な
分
析
は
今
後
必
要
で
あ
る
が
、
傍
証
と
し
て
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
湯
浅
の

メ
モ
が
図
書
館
に
設
置
予
定
の
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
研
究
機
関
を
意
味
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
一
九
六
四
年
の
こ
と
で
あ
り
、

図
書
館
建
設
計
画
が
頓
挫
し
た
の
も
ま
さ
に
こ
の
時
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
図
書
館
建
築
を
め
ぐ
る
回

顧
を
追
い
な
が
ら
、
次
節
で
明
ら
か
に
す
る
。

三
、
そ
の
後
の
図
書
館
建
築
計
画
の
変
遷

現
在
の
今
出
川
図
書
館
の
建
築
に
つ
な
が
る
動
き
は
、
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
「
新
図
書
館
の
建
設
」（
（2
（

に
詳
し
く
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
執
筆
し
た
図
書
館
長
小
橋
一
郎
に
よ
れ
ば
、

あ
た
ら
し
い
図
書
館
の
建
設
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
長
の
熱
意
と
、
学
内
各
方
面
の
支
持
の
も
と
に
、
大
学
に
お
い
て
は
、

今
出
川
校
地
烏
丸
今
出
川
角
地
附
近
に
、
延
三
、〇
〇
〇
坪
、
学
生
用
座
席
数
一
、〇
〇
〇
以
上
、
書
庫
収
蔵
量
五
〇
〇
、〇
〇
〇
冊

の
近
代
的
な
図
書
館
を
、
昭
和
四
三
年
度
中
に
建
設
し
よ
う
と
い
う
計
画
が
推
進
せ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
法
人
理
事
会
に
お
い
て
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も
、
新
図
書
館
建
設
と
い
う
基
本
方
針
が
承
認
せ
ら
れ
ま
し
た

こ
こ
で
は
す
で
に
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
が
設
計
し
た
図
書
館
と
は
場
所
も
異
な
る
図
書
館
建
築
構
想
が
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
数
年
後
、
図
書
館
長
の
原
正
は
図
書
館
建
設
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（2
（

。

新
し
い
図
書
館
を
建
て
よ
う
と
い
う
声
は
、
か
れ
こ
れ
一
〇
年
以
上
も
前
か
ら
、
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
こ

れ
が
正
式
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
三
八
年
度
（
上
野
学
長
、
内
田
館
長
時
代
）
で
あ
っ
た
。
当
初
は
、
現
図

書
館
を
増
築
改
装
と
い
う
考
え
方
が
支
配
的
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
種
々
検
討
し
て
い
く
段
階
で
独
立
の
大
図
書
館
構
想
が
生
れ
た

（
星
名
学
長
・
金
山
館
長
時
代
）。
昭
和
四
二
年
秋
（
星
名
学
長
、
小
橋
館
長
時
代
）
に
は
、
部
長
会
お
よ
び
大
学
評
議
会
の
議
を
経

て
理
事
会
に
新
図
書
館
の
建
設
を
要
請
し
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
烏
丸
今
出
川
角
地
の
一
部
を
整
地
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
し
か
し

止
む
を
え
ざ
る
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
そ
の
実
現
を
み
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
創
立
九
〇
周
年
事
業
の
中
に
も
図
書
館
建
設
が
挙
げ

ら
れ
な
が
ら
、は
か
な
い
青
写
真
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、な
ん
と
し
て
も
口
惜
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、そ
の
後
（
齋

藤
代
行
・
徳
永
館
長
時
代
）
も
、
な
ん
と
か
し
て
障
害
を
の
り
こ
え
新
図
書
館
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
努
力
が
ね
ば
り
強
く
続
け
ら

れ
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
三
年
七
月
一
日
に
着
任
し
た
第
一
五
代
学
長
上
野
直
蔵
の
時
に
、
新
図
書
館
建
設
が
正
式
に
取
り
上
げ
ら
れ
た

と
い
う
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
そ
の
二
年
前
の
一
九
六
一
年
の
同
志
社
創
立
九
〇
周
年
記
念
事
業
の
な
か
で
す
で
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
一
五
代
学
長
上
野
時
代
で
は
な
く
、
第
一
四
代
学
長
上
野
時
代
の
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
初
は
啓
明
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館
の
図
書
館
を
増
築
改
装
す
る
考
え
方
が
主
流
で
あ
っ
た
。
独
立
し
た
大
図
書
館
構
想
が
生
ま
れ
た
の
は
、
一
九
六
六
年
一
月
一
日
に
着

任
し
た
星
名
秦
学
長
の
時
代
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
計
画
も
「
止
む
を
え
ざ
る
諸
般
の
事
情
」
に
よ
り
頓
挫
し
て
い
る
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

建
築
事
務
所
の
計
画
で
は
な
い
今
出
川
図
書
館
の
建
設
に
つ
い
て
こ
こ
で
詳
し
く
述
べ
る
必
要
は
な
い
が
、
今
出
川
図
書
館
の
建
設
に
至

る
歴
史
は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
計
画
か
ら
紐
解
か
れ
て
い
る
た
め
、
看
過
で
き
な
い
。
そ
の
一
つ
が
、
一
九
七
四
年
二
月
一
日

発
行
「
新
図
書
館
建
設
に
い
た
る
ま
で
の
諸
種
の
事
情
に
つ
い
て
」（
同
志
社
大
学
図
書
館
報
『
び
ぶ
り
お
て
か
』
No.�

15
、六
頁
）
で
あ
る
。

左
記
に
引
用
す
る
。

新
図
書
館
建
設
に
い
た
る
道
は
、
長
い
道
程
で
あ
っ
た
。
そ
の
長
い
道
程
の
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
な
か

の
い
く
つ
か
の
事
柄
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
。

〈
1
〉�

検
討
体
制
つマ

マ

に
い
て　

昭
和
38
年
にV

ories

に
よ
る
最
初
の
設
計
案
が
だ
さ
れ
て
以
来
、
昭
和
41
年
、
42
年
と
幾
多
の
設

計
案
乃
至
は
試
案
が
だ
さ
れ
た
が
い
ず
れ
も
具
現
化
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。「
幻
の
図
書
館
」と
も
い
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
や
に
聞
い
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
な
ん
と
し
て
で
も
新
図
書
館
を
建
設
せ
ね
ば
と
の
ね
ば
り
強
い
、
精
力
的
な
努
力
が
続
け
ら
れ
、

昭
和
44
年
4
月
に
は
、
図
書
館
内
に
新
図
書
館
建
築
実
行
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
新
し
い
大
学
図
書
館
の
建
設
と
改
革
に

着
手
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
見
て
も
、
一
九
六
三
年
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
計
画
に
図
書
館
の
建
設
が
端
を
発
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
図
書
館
の
建
設
が
か
な
わ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
が
一
つ
の
決
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定
的
な
事
由
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
、
図
書
館
長
原
正（
（2
（

、
河
野
仁
昭（
（3
（

、
大
学
総
務
部
長
駒
井
四
郎（
（3
（

の
記
述
や
証
言
か
ら
わ
か
る
。

原
は
今
出
川
図
書
館
の
竣
工
後
に
そ
れ
ま
で
の
経
緯
を
振
り
返
っ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（3
（

顧
み
る
に
、「
同
志
社
大
学
に
新
図
書
館
を
」
と
い
う
声
が
さ
ゝ
や
か
れ
た
の
は
、
ず
い
ぶ
ん
前
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
戦
後
に

お
け
る
大
学
の
急
膨
張
に
伴
う
当
然
の
帰
結
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
歴
代
の
学
長
や
館
長
を
は
じ
め
と
す
る
教
職
員
各
位
の
な

み
な
み
な
ら
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
新
図
書
館
構
想
は
次
第
に
煮
つ
ま
っ
て
い
っ
た
。
当
初
は
旧
図
書
館
の
増
築
案
が
支
配
的
で
あ
っ
た

が
、
大
学
の
規
模
や
内
容
に
見
合
っ
た
新
図
書
館
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
る
に
お
よ
び
、
独
立
の
中
央
図
書
館
構
想
へ
と
移
行
し
て

い
っ
た
。
こ
の
間
、
新
図
書
館
建
設
は
、
創
立
九
十
周
年
記
念
事
業
の
柱
に
挙
げ
ら
れ
る
と
共
に
学
費
改
訂
（
上
野
学
長
時
代
）
と

絡
ん
で
そ
の
実
現
が
公
約
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
大
学
と
し
て
は
、
短
期
間
の
う
ち
に
成
案
を
え
て
、
こ
れ
が
実
現
に
踏
み
切
ら
ざ

る
を
え
な
い
状
況
の
中
に
あ
っ
た
。
幸
い
、
こ
の
路
線
は
星
名
学
長
に
よ
っ
て
受
継
が
れ
、
新
図
書
館
建
設
の
話
は
急
速
な
進
展
を

み
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
肝
腎
の
図
書
館
設
計
に
つ
い
て
学
内
の
意
見
調
整
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
折
角
の
建
設
計
画
は
止

む
を
え
ず
一
時
頓
挫
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
し
て
大
学
は
一
九
六
九
年
の
紛
争
へ
と
突
入
し
て
行
き
、
図
書
館
建
設
に
と
っ
て

誠
に
厳
し
い
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
た
に
着
任
し
た
山
本
学
長
は
、
新
図
書
館
建
設
の
必
要
性
を
痛
感
さ
れ
、
こ
れ
が

実
現
を
強
力
に
推
進
さ
れ
た
。

こ
こ
で
も
、図
書
は
旧
図
書
館
の
増
築
案
が
支
配
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
創
立
九
〇
周
年
記
念
事
業
の
柱
に
な
っ

た
こ
と
も
前
述
し
た
点
と
一
致
す
る
。
新
し
い
情
報
と
し
て
、
上
野
学
長
時
代
の
学
費
改
訂
と
絡
ん
だ
公
約
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
短
期
間
に
実
現
を
迫
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
増
築
案
で
あ
っ
た
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
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よ
る
建
築
計
画
の
の
ち
、
星
名
学
長
時
代
の
新
図
書
館
建
設
計
画
が
頓
挫
し
た
の
は
、「
学
内
の
意
見
調
整
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
」

と
さ
れ
て
い
る
。

続
い
て
、
河
野
仁
昭
の
記
述
も
左
記
に
紹
介
し
て
お
き
た
い（

（3
（

。

図
書
館
の
建
築
は
、
同
志
社
大
学
の
永
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
日
程
に
の
ぼ
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
昭
和
四
十
一
年
一
月

に
星
名
秦
教
授
が
学
長
に
就
任
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。星
名
学
長
は
建
築
の
場
所
を
現
在
の
位
置
に
定
め
、自
ら
私
案
ま
で
も
つ
く
っ

て
み
せ
る
ほ
ど
、
こ
れ
に
力
を
注
い
で
い
た
。

大
正
九
年
三
月
に
本
館
が
竣
工
し
た
旧
図
書
館
（
現
啓
明
館
）
は
、
戦
後
の
学
生
増
に
よ
っ
て
著
し
く
手
狭
に
な
っ
た
の
で
、
東

隣
り
に
あ
っ
た
有
隣
館
（
昭
和
二
十
四
年
十
月
に
竣
工
し
た
二
階
建
て
）
の
、
二
階
の
大
教
室
を
臨
時
の
閲
覧
室
に
転
用
し
て
、
書

庫
と
の
間
に
橋
を
か
け
て
通
路
に
し
た
。
そ
れ
ら
は
防
災
上
か
ら
も
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
新
図
書
館
を
要
望
す
る
声
が
た
か
ま
っ

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

気
運
は
ま
さ
に
熟
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
着
工
に
向
か
っ
て
動
き
だ
そ
う
と
し
た
矢
先
に
、
学
園
紛
争
の
波
に
襲
わ
れ
た
の

で
あ
る
。
紛
争
が
着
工
へ
の
進
展
を
大
き
く
妨
げ
た
。
だ
か
ら
、
山
本
浩
三
学
長
の
時
代
に
建
設
が
具
体
化
し
て
新
し
い
図
書
館
が

竣
工
し
た
と
き
、
も
は
や
紛
争
の
時
代
で
は
な
い
こ
と
を
、
多
く
の
人
達
が
実
感
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
建
築
計
画
は
着
工
に
向
か
っ
て
動
き
出
す
状
況
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
た
め
、
学
園
紛
争
の
波
に
襲
わ

れ
て
着
工
が
妨
げ
ら
れ
た
計
画
は
少
し
後
年
の
計
画
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
が
、
当
時
の
図
書
館
の
状
況
を

説
明
し
た
箇
所
で
あ
る
。
有
隣
館
と
書
庫
（
啓
明
館
）
の
間
に
橋
を
架
け
て
通
路
に
す
る
計
画
が
防
災
上
問
題
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
な
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ら
ば
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
図
書
館
建
設
計
画
も
橋
を
架
け
た
通
路
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
現
状
あ
る
問
題
を
攻
略
で
き
て

い
な
い
。
あ
る
い
は
そ
の
現
状
の
問
題
点
の
指
摘
が
増
築
案
を
あ
き
ら
め
さ
せ
る
理
由
と
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
建
築
計
画
は
、
初
期
に
主
流
で
あ
っ
た
増
築
案
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
増
築
案
の
廃
案
と
と
も

に
消
え
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
駒
井
四
郎
の
証
言
を
挙
げ
る（

（3
（

。

駒
井　

大
学
会
館
を
企
画
し
て
や
っ
た
の
は
実
は
ぼ
く
な
ん
で
す
。
あ
の
当
時
、
つ
ま
り
大
学
生
活
と
い
う
の
は
教
室
だ
け
の
も
の

じ
ゃ
な
い
、
や
は
り
課
外
の
い
ろ
ん
な
活
動
と
い
い
ま
す
か
、
休
む
場
所
、
あ
る
い
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
場
所
、
そ
う
い
う

施
設
が
大
学
の
教
室
以
外
に
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
、
学
生
会
館
と
い
う
問
題
が
日
本
で
ぼ
つ
ぼ
つ
い
わ
れ
だ
し
た
ん
で
す
。
そ
の

と
き
私
少
し
学
生
会
館
の
問
題
に
つ
い
て
研
究
し
ま
し
て
、
あ
れ
は
学
生
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
学
生
部
が
提
起
し
た
問
題
な
ん
で

す
。そ
の
当
時
図
書
館
も
必
要
な
ん
で
し
て
、図
書
館
を
や
る
か
学
生
会
館
を
や
る
か
と
い
う
こ
と
で
評
議
会
当
た
り
で
論
戦
が
あ
っ

て
、そ
の
と
き
に
上
野
先
生
の
勇
断
と
い
い
ま
す
か
、そ
う
い
う
こ
と
で
学
生
会
館
を
つ
く
っ
た
。
そ
の
当
時
と
し
て
は
日
本
で
も
っ

と
も
大
き
な
近
代
的
な
も
の
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
に
お
い
て
同
志
社
は
ほ
ん
と
う
に
学
生
の
こ
と
を
考
え
て
一
歩
先

に
や
る
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
そ
れ
で
学
生
部
は
先
生
た
ち
か
ら
批
判
を
う
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
大
学
会
館
（
学
生
会
館
）
と
は
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
一
一
月
に
開
館
し
た
三
代
目
の
大
学
会
館
（
学
生
会
館
）
の
こ
と
で

あ
る
。
大
学
会
館
（
学
生
会
館
）
は
校
友
や
父
兄
、
教
職
員
な
ど
の
寄
付
金
や
学
債
を
基
に
建
設
さ
れ
、
総
額
七
億
円
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
。
設
計
は
富
家
設
計
事
務
所
、
施
工
は
清
水
建
設
株
式
会
社
で
あ
っ
た（

（3
（

。
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原
の
証
言
は
明
確
で
、
上
野
学
長
時
代
に
評
議
会
で（
（3
（

図
書
館
を
建
設
す
る
か
大
学
会
館
（
学
生
会
館
）
を
建
設
す
る
か
の
論
戦
と
な
り
、

上
野
の
判
断
で
大
学
会
館
（
学
生
会
館
）
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

二
代
目
の
図
書
館
の
建
物
で
あ
っ
た
啓
明
館
か
ら
、
三
代
目
の
建
物
で
あ
る
現
在
の
今
出
川
図
書
館
建
築
ま
で
の
間
に
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

建
築
事
務
所
に
よ
る
中
央
図
書
館
建
築
計
画
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
今
出
川
図
書
館
の
建
設
の
端
緒
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
計
画
の
始
ま

り
は
、
一
九
六
一
年
一
月
の
同
志
社
創
立
九
〇
周
年
記
念
事
業
計
画
案
の
中
に
図
書
館
、
研
究
室
の
建
築
と
し
て
一
億
円
計
上
さ
れ
た
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
の
計
画
が
公
に
な
っ
た
の
は
同
年
六
月
で
、
創
立
九
〇
周
年
募
金
事
業
は
創
立
六
〇
周
年
記
念
事
業
を
念
頭
に
お
い
て

計
画
さ
れ
た
。
翌
一
九
六
二
年
一
〇
月
に
は
「
図
書
館
」
と
し
て
予
算
額
が
二
・
五
四
五
倍
に
増
額
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
予
算
が
確
定
し

た
の
ち
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
図
面
作
製
の
発
注
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
翌
一
九
六
三
年
三
月
に
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事

務
所
に
よ
る
最
初
の
同
志
社
大
学
中
央
図
書
館
設
計
図
面
が
作
製
さ
れ
、
部
屋
の
名
称
に
手
を
入
れ
修
正
が
加
え
ら
れ
た
図
面
が
五
月
に

作
製
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
計
画
に
か
げ
り
が
見
え
始
め
る
の
は
、
作
図
の
翌
年
の
一
九
六
四
年
で
あ
る
。
駒
井
四
郎
の
回
顧
に
よ
れ

ば
、
図
書
館
か
大
学
会
館
（
学
生
会
館
）
を
建
築
す
る
か
の
論
戦
に
な
っ
た
と
き
、
学
長
上
野
直
蔵
の
決
断
で
図
書
館
で
は
な
く
大
学
会

館
（
学
生
会
館
）
を
建
設
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
一
九
六
四
年
七
月
一
一
日
に
大
学
会
館
（
学
生
会
館
）
本
館
の
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
二
か
月
前
の
五
月
七
日
、
同
志
社
の
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
を
作
詞
し
、
新
島
遺
品
庫
や
ア
ー
モ
ス
ト
館
、
啓
明
館
な
ど
を
同
志
社
に
残

し
、
社
友
そ
し
て
教
員
も
務
め
た
一
柳
米
来
留
（
Ｗ
・
Ｍ
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
） 

が
亡
く
な
っ
た
。

一
九
六
四
年
一
二
月
付
の
〝T

he D
oshisha T

im
es

〟
に
「
中
央
図
書
館
い
ま
計
画
中
」
の
見
出
し
が
出
て
お
り
、
一
見
そ
の
計
画
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が
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
時
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
建
築
図
面
が
す
で
に
出
来

上
が
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〝T

he D
oshisha T

im
es

〟
で
は
「
建
築
中
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
計
画

が
進
行
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
語
勢
が
弱
ま
っ
た
と
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
湯
浅
が
一
九
六
四
年
に
海
老
澤
有
道
書
簡
に
残
し
た
キ
リ
ス
ト
教
史
編
纂
所
の
設
置
不
成
立
に
関
す
る
メ
モ
も
、
図
書
館
に

置
か
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
研
究
所
が
頓
挫
し
た
事
を
意
味
し
、
そ
れ
が
一
九
六
四
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
補
強
す
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
設
計
の
同
志
社
大
学
中
央
図
書
館
が
建
築
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
新
島
遺
品
庫
、
啓
明
館
、
ア
ー
モ
ス
ト
館

（
付
属
屋
含
む
）、
致
遠
館
と
な
ら
ん
で
中
央
図
書
館
が
建
ち
、
同
志
社
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
が
集
ま
る
一
角
が
正
門
周
辺
に
で
き
て
い
た

だ
ろ
う
。

（
注
）

（
1
）
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
に
よ
る
同
志
社
の
幻
の
建
築
計
画
に
つ
い
て
は
、柗
居
宏
枝
、八
木
智
生
、星
山
真
慶
「
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー

所
蔵
『
創
立
六
十
周
年
記
念
募
金
計
画
』
改
題
」（『
同
志
社
談
叢
』
第
四
二
号
、
二
〇
二
二
年
、
一
八
九
―
二
一
三
頁
）
を
参
照
。

（
2
）
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
、一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
ご
ろ
か
ら
体
調
を
崩
し
療
養
生
活
に
入
っ
て
お
り
、設
計
な
ど
に
直
接
に
従
事
す
る
こ
と
は
か
な
わ
な
く
な
っ

て
い
た
（
田
淵
結
「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
関
西
学
院
―
重
な
り
合
う
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
ゆ
み
」（
山
形
政
昭
監
修
『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
の
一
〇
〇
年
―
恵
み
の
居
場

所
を
つ
く
る
―
』、
二
〇
〇
八
年
、
一
四
二
頁
）。

（
3
）「
同
志
社
大
学
図
書
館
の
歴
史
（
一
）
～
（
一
五
）」（
同
志
社
大
学
図
書
館
報
『
び
ぶ
り
お
て
か
』
No.�

1
〜
No.�

24
、
一
九
六
七
～
一
九
七
八
年
）。
無
署
名

だ
が
、
執
筆
者
は
当
時
の
閲
覧
課
長
で
の
ち
に
文
学
部
で
図
書
館
学
を
担
当
し
た
青
木
次
彦
で
あ
る
（『
同
志
社
談
叢
』
第
二
八
号
、
二
〇
〇
八
年
、
六
五
頁
）。

（
4
）
上
野
直
蔵
編
『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
二
、
学
校
法
人
同
志
社
、
一
九
七
九
年
、
一
五
〇
八
―
一
五
二
六
頁
。

（
5
）https://library.doshisha.ac.jp/guide/outline/history/index.htm

l

、
二
〇
二
二
年
八
月
八
日
最
終
閲
覧
。
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（
6
）
啓
明
館
の
建
物
は
、
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
に
現
在
の
今
出
川
図
書
館
が
開
館
す
る
ま
で
同
志
社
大
学
の
図
書
館
で
あ
っ
た
。
移
転
後
、
啓
明
館
と

命
名
さ
れ
た
。

（
7
）
同
志
社
営
繕
課
の
建
築
技
師
で
あ
っ
た
増
田
萬
次
は
、
有
隣
館
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。「
新
制
大
学
に
は
大
き
な
教
室
が
必
要
だ
か
ら
、

是
非
造
っ
て
欲
し
い
と
教
務
か
ら
注
文
が
あ
り
ま
し
て
ね
。
や
は
り
愛
知
時
計
の
つ
ぶ
れ
た
工
場
の
古
鉄
骨
を
買
っ
て
き
て
、
そ
れ
を
つ
な
ぎ
合
し
て
二
階

建
て
に
し
ま
し
た
」（「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
ル
ー
ム　

増
田 

萬
次
氏
（
建
築
技
師
）
に
聴
く
―
学
校
建
築
四
十
年
―
」（
聴
き
手
・
河
野
仁
昭
）『
同
志
社
時
報
』

第
七
一
号
、
一
九
八
一
年
三
月
）。
河
野
は
、「
敗
戦
に
よ
っ
て
不
要
に
な
っ
た
航
空
機
格
納
庫
用
の
鉄
骨
を
買
い
入
れ
」（
河
野
仁
昭
『
キ
ャ
ン
パ
ス
の
年

輪
―
同
志
社
今
出
川
校
地
―
』、
同
志
社
大
学
出
版
部
、
一
九
八
五
年
、
九
四
頁
）、
有
隣
館
を
建
て
た
こ
と
を
書
い
て
お
り
、
時
計
工
場
と
航
空
機
格
納
庫

に
は
接
点
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
愛
知
時
計
に
は
航
空
機
部
門
が
あ
り
、
そ
れ
が
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
に
「
愛
知
航
空
機
株
式
会
社
」
と
し

て
独
立
し
て
い
る
の
で
、
両
者
の
証
言
・
記
述
に
矛
盾
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
8
）
か
つ
て
は
ハ
リ
ス
理
化
学
校
に
も
図
書
室
が
あ
っ
た
し
、
ま
た
組
織
全
体
を
包
括
し
た
同
志
社
の
図
書
館
で
あ
る
の
か
、
同
志
社
大
学
の
図
書
館
で
あ
る

の
か
な
ど
、
そ
の
機
能
に
よ
っ
て
初
代
か
ら
現
在
ま
で
の
図
書
館
の
変
遷
を
追
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
図
書
館
の
機
能
を
も
っ
た
建
物
と
し
て
、
初
代
か
ら

四
代
目
ま
で
こ
こ
で
紹
介
し
た
。

（
9
）
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
同
志
社
長
期
計
画
修
正
草
案
」
所
収
、A

7/5/S35

。

（
10
）
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
同
志
社
九
十
周
年
記
念
事
業
計
画
案
」
所
収
、A

7/5/S37

。

（
11
）
原
正
「
新
図
書
館
の
建
設
に
つ
い
て
」（
同
志
社
大
学
広
報
委
員
会
「
同
志
社
大
学
広
報
」
No.�

50
、
一
九
七
一
年
六
月
三
〇
日
、
一
頁
）。

（
12
）
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、A

7/5/S36

。

（
13
）〝T

he D
oshisha T

im
es

〟
第
一
二
三
号
、
同
志
社
タ
イ
ム
ス
社
、
昭
和
三
六
年
六
月
一
五
日
付
、
一
面
。

（
14
）〝T

he D
oshisha T

im
es

〟
第
一
二
四
号
、
同
志
社
タ
イ
ム
ス
社
、
昭
和
三
六
年
七
月
一
五
日
付
、
一
面
。

（
15
）
前
掲
「
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
『
創
立
六
十
周
年
記
念
募
金
計
画
』
改
題
」
参
照
。

（
16
）
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、A

7/5/S37

。
九
月
付
け
の
冊
子
「
同
志
社
創
立
九
十
周
年
記
念
事
業
資
金
募
集
趣
意
書
」
も
同
一
内
容

で
あ
る
。

（
17
）
生
島
吉
造
編
集
、
秦
孝
治
郎
発
行
『
同
志
社
時
報
』
創
刊
号
、
同
志
社
、
一
九
六
二
年
一
一
月
、
五
四
頁
。

（
18
）
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
同
志
社
図
書
館
の
過
去
と
現
状
」、C28/8/S37

。
田
中
良
一
文
書
「
同
志
社
図
書
館
の
過
去
と
現
状
」
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同
所
蔵
、099.28/T

9545

と
同
一
。

（
19
）
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
中
央
図
書
館
建
築
要
望
書
」、C28/8/S37

。
同
所
蔵
「
大
学
図
書
館
関
係
書
類
綴
」、C28/3/S38

と

同
一
。

（
20
）〝T

he D
oshisha T

im
es

〟
第
一
五
八
号
、
同
志
社
タ
イ
ム
ス
社
、
昭
和
三
九
年
一
二
月
一
五
日
付
、
三
面
。

（
21
）
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「CEN

T
RA
L LIBRA

RY
 O
F D
O
SH
ISH
A
 U
N
IV
ERSIT

Y

」、A
7/5/S37

。

（
22
）『
同
志
社
大
学　

人
文
科
学
研
究
所
の
五
〇
年
』、
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
四
年
、
一
六
頁
。

（
23
）
同
右
、
一
一
一
頁
。

（
24
）
同
右
、
一
八
頁
。

（
25
）
海
老
澤
有
道
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
同
志
社
中
学
卒
業
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
同
志
社
大
学
文
学
部
予
科
中
退
の
の
ち
、
立
教
大
学
文
学
部

予
科
三
年
に
編
入
、
一
九
三
四
年
立
教
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業
後
、
一
九
三
四
年
か
ら
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
ま
で
同
志
社
高
等
女
学
部
教
諭
・
女

専
講
師
で
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
か
ら
立
教
大
学
教
授
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
に
定
年
後
は
国
際
基
督
教
大
学
大
学
院
教
授
を
務
め
た
（「
海
老
澤

有
道
先
生
追
悼
」（『
史
苑
』
第
五
三
巻
第
二
号
、
一
九
九
三
年
、
七
三
頁
）
お
よ
び
「
同
志
社
人
物
誌
（
三
六
）　

末
光
信
三
」（『
同
志
社
時
報
』
第
五
一
号
、

一
九
七
四
年
、
三
一
頁
）。

（
26
）
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
湯
浅
八
郎
文
書
（
図
書
館
ニ
関
ス
ル
資
料
）」、Y

/Y
-H
/S5–8

。

（
27
）「
新
図
書
館
の
建
設
」（
同
志
社
大
学
図
書
館
報
『
び
ぶ
り
お
て
か
』）
No.�

2
、
一
九
六
八
年
二
月
一
日
、
一
頁
。

（
28
）「
新
図
書
館
の
建
設
に
つ
い
て
」（
同
志
社
大
学
図
書
館
報
『
び
ぶ
り
お
て
か
』）
No.�

10
、
一
九
七
一
年
一
一
月
一
日
、
二
頁
。

（
29
）
の
ち
に
同
志
社
大
学
第
二
三
代
学
長
を
務
め
る
。

（
30
）
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
同
志
社
入
社
、
図
書
館
、
学
生
課
長
、
文
学
部
事
務
長
な
ど
を
経
て
、
同
志
社
社
史
資
料
室
長
、
文
学
部
講
師
。

（
31
）
駒
井
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
ル
ー
ム　

駒
井
四
郎
元
大
学
総
務
部
長
に
聞
く 

大
学
の
本
質
を
見
据
え
て
」（
聞
き
手
・
河
野
仁
昭
）（『
同

志
社
時
報
』
第
九
〇
号
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
）
参
照
。

（
32
）
原
正
「
同
志
社
大
学
図
書
館
の
あ
ゆ
み
」（
同
志
社
大
学
広
報
委
員
会
編
集
、
同
志
社
大
学
通
信
特
集
号
『
同
志
社
大
学
新
図
書
館
―
竣
工
記
念
特
集
―
』、

同
志
社
大
学
、
一
九
七
三
年
）

（
33
）
河
野
仁
昭
『
キ
ャ
ン
パ
ス
の
年
輪
』、
同
志
社
大
学
出
版
部
、
一
九
八
五
年
、
九
二
―
九
三
頁
。
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（
34
）「
鼎
談　

上
野
直
蔵
先
生
を
偲
ぶ
」（『
同
志
社
時
報
』
第
七
八
号
、
一
九
八
五
年
三
月
、
二
七
頁
）。

（
35
）
前
掲
『
キ
ャ
ン
パ
ス
の
年
輪
』、
九
七
―
九
八
頁
。

（
36
）
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
大
学
評
議
会
記
録
」C4/1

に
は
記
録
が
な
い
た
め
、
学
校
法
人
同
志
社
理
事
会
か
評
議
会
で
の
こ
と
と

考
え
ら
れ
る
。
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